
（別紙２－１） 
１ 自己評価及び外部評価結果 

 
作成日  平成 24 年 4 月 15 日 

 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 4270202700 

法 人 名 有限会社 エクセル 

事 業 所 名 グループホーム あたご 

所 在 地 〒858-0918 長崎県佐世保市相浦町 138－2 

自 己 評 価 作 成 日 平成 24 年 2 月 15 日 評価結果市町受理日 平成 24 年 4 月 24 日

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先 URL http://www.kaigokouhyou.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=4270202700&SCD=320&PCD=42 

 
【評価機関概要（評価機関記入）】 
評 価 機 関 名 特定非営利活動法人 医療・福祉ネットワークせいわ 

所 在 地 〒840－0015 佐賀県佐賀市木原二丁目 6 番 5 号 

訪 問 調 査 日 平成 24 年 3 月 15 日 

 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
・ 入居者の意向を尊重し、外出をしたり、施設行事を計画する際の参考として、意見をお

聞きし、外食や、花見・初詣などのイベントを考えおこなっている。 

 

・ 天気が良い日の、外での体操や、散歩を行っている。 

 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 

ホームは、商店街といった生活しやすい環境の中に建てられています。長年居住されてい

る利用者が多く、近隣の人々との協力体制も築かれています。 

その人らしい暮らしを支援していくために、残存機能を活かしながら出来る事をゆっくり

と、一緒に支え合っていく事を大切に考えられており、全職員が共通意識を持って日々の支

援に取り組まれています。 

内外の研修に積極的に参加されており、職員の提案も取り入れて、職員の働く意欲を引き

出しながら、ゆとりを持ったケアに繋げられています。また、職員全員が利用者の状況を把

握しながら、家族との意見交換にも積極的に取り組まれています。 

入居者が歩んで来られた背景を尊重しながら、入居者を最優先とした支援を実践されてい

ます。 

 



ユニット1

（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町との連携 佐世保市主催の研修
に積極的に参加して
おり、関係部署に
は、施設だよりを持
参している。また運
営推進会議にて施設
行事・職員の他主催
の研修出席の報告と
同時に意見交換を
行っている。

いつでも相談出来
る関係が構築され
ており、「あたご
便り」を持参する
等、日頃の入居者
の様子を知って頂
くための努力が見
られます。

町内のおくんち等
の行事・地域清掃
など積極的に参加
して、交流を深め
ている。

地域住民との協力
体制が築かれ、祭
りではホームがバ
ザー会場となり、
交流の場となって
います。また、園
児や子供たちの訪
問を入居者は心待
ちにされている様
です。

「ゆっくり・いっ
しょに・楽しく」
の理念のもと、カ
ンファやミーティ
ングにて共通の意
識や、目標を持
ち、取り組んでい
る。

実施状況
項　　　　　　　目

一人ひとりのペー
スに合わせて、
ゆっくり焦らず出
来る範囲で、一緒
に支えて合ってい
く事を会議で話し
合い、日々のケア
を通しながら、実
現に繋げられてい
ます。

１　自己評価及び外部評価結果

外部評価

実施状況
次のステップ
に向けて期待
したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

自己評価

定期的な会議の中
で、地域や行政か
ら情報や助言が得
られるなど、積極
的な意見交換が行
われています。今
後のホームの取り
組みやケアに活か
される会議内容と
なっています。

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

入居者の方の作品展
を地域の方に見てい
ただいたり、運営推
進会議の際、町内会
長・民生委員の方の
お話の中で、随時相
談や機関の相談・紹
介を行ったり、「あ
たごだより」という
情報誌を配布してい
る。

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　市町担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

2ヶ月に1回の開催
し、民生委員・町内
会長・市担当者・職
員が出席し、意見交
換を行い、町内行事
予定などを把握し、
入居者様が参加でき
るように検討を行っ
たり、施設の近況報
告などを行ってい
る。
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ユニット1

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映
月1回のミーティ
ングで意見交換を
行ったり、それに
加え、年1回の個
人面談を行い、
個々の職員の意見
を聞くようにして
いる。

外部研修で学んで
きた事を取り入れ
るなど、職員の意
見を大切にされて
います。また、各
職員の事情を踏ま
え、働きやすい環
境づくりに努めら
れています。

行事や外出先等、
入居者の声が反映
されています。家
族からは、面会時
や家族会、アン
ケート調査により
意見等が得られて
おり、ホームの運
営に活かされてい
ます。

定期的に研修に参
加したり、全体会
議にて話し合いを
行い、防止に努め
ている。

制度の理解の為、
研修に参加してい
る。入居の際に
は、必ず身元保証
人を2人立ててい
ただいており、現
在の所、制度の活
用には至っていな
い。

日程調整を行い十分
な時間を取り、説明
を行っている。家族
の不安や疑問に対
し、納得できるまで
の、わかりやすい説
明を心掛けている。
また、変更が生じた
際は、随時、説明を
行い同意を得てい
る。

面会の際や、運営
推進会議参加の折
など、施設生活で
の気づきや、施設
に対する要望など
を聞くようにして
いる。またアン
ケートを実施し、
意見を伺ったりし
ている。

言葉や行動で制限
や抑制をせず、行
動の理由から導き
出された対応策や
代替法により、入
居者の心に寄り
添ったケアを実践
されています。

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

身体拘束の研修に
参加したり、いか
なる場合でも拘束
を行わないよう
に、ケアの方針に
ついて検討するよ
うに、日々意識を
持って取り組んで
いる。
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ユニット1

12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

ご本人がどのような
生活を送りたいの
か。また、その生活
を送る上でどのよう
なことに一番困って
おられるのか。ご本
人と家族の希望する
事をもとに話を聞き
取るようにに努めて
いる。

申し込みに至った
経緯やご家族の支
援状況、利用者を
取り巻いていた環
境についてなど、
またこれからの不
安や希望等を詳し
く聞き取り、関係
作りに努めてい
る。

必要以上の支援は今
までの自立を後退さ
せる可能性があり、
相談内容を見極め、
できることの安全な
継続と、その人らし
い生活を続ける為、
施設職員だけではな
く、専門家のアドバ
イスいただくなどの
努力をしている。

定期的に研修を開
催したり、資格取
得の為の研修・講
習参加を支援して
いる。後日、他の
職員へ指導した
り、勤務の中で実
践を行っている。

グループホーム協
議会や介護支援専
門員研修にも積極
的に参加し、情報
交換を行ってい
る。また、他事業
所の施設見学を
行っている。

代表者は個々の向
上心や、やりがい
の為に環境整備に
努められている。
また職員の勤務・
健康状態の把握の
為、折にふれ、フ
ロアーにて日中勤
務される事も多
い。

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている
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ユニット1

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握
入所前の聞き取り
や、施設の中での
生活を見たうえ
で、ご本人の体調
に合わせ、可能な
限り、ご本人の希
望に添うように努
めている。

入居前に家族や前
利用事業所から、
性格や不安な事等
の細かい情報を聴
取し、表情や行動
等、小さなサイン
を見逃さない様、
全職員で意向の把
握に努められてい
ます。

入居の際、今まで
交流のあった、ご
友人・ご近所の方
の面会や手紙のや
り取りなどすすん
で受け入れてい
る。

日頃の生活で、トラ
ブルがあると、間に
入り関係調整に努め
ている。又お互いに
声をかけやすいよう
に、性格などに合わ
せた座席配置にし、
いろいろな作業も楽
しくできるように心
掛けている。

ご本人の生き方な
どを聞かせていた
だいたり、昔の話
などから、人生の
お手本になる事を
よく話していただ
いている。

老人会への参加や
友人の訪問なども
支援されており、
家族や知人、日頃
の入居者との会話
から知り得た情報
をもとに、馴染み
の人や場所との関
係の継続に努めら
れています。

家族との今までの
歴史を大切にし、
施設での日常生活
の様子を面会時や
家族通信でお伝え
し、離れて暮らす
不便さを補い、支
援している。

「家族」としての
関わりを大切に
し、契約終了後
も、連絡をとり、
施設行事の参加・
見学などを呼びか
けている。

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。
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ユニット1

24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

日常生活（日中・
夜間）の気づきや
変化を記録し、重
要事項の伝達もき
ちんと行うように
している。

外出・外泊の際の
移動手段（介護タ
クシーの利用）な
ど他の事業所など
の取り組みを参考
にし、情報を取り
入れ、入居者に活
用できるかどうか
など検討してい
る。

中学生の実習や保育
園児の慰問・民間の
サークル活動の発表
などを、積極的に受
け入れている。又、
近所の美容室を利用
し、美容師との会話
で、気分転換をは
かっていただくな
ど、楽しみの1つと
して行っている。

本人・家族の意見
や要望に重点をお
き、計画を作成し
ているが、定期的
な面談や、状況報
告に加え、緊急時
には電話で状況を
報告し意思確認を
行っている。

生活を豊かにする
為に、健康を維持
しながら出来るこ
とを継続し、出来
そうな事に挑戦し
てもらう等、本人
や家族の意向を踏
まえて目標が掲げ
られています。ま
た、見直しにより
現状に即した内容
となっています。

入居前の面談におい
て、ご家族から、在
宅での様子、利用さ
れていたサービス事
業所での様子などの
様子、必要に応じ
て、提供事業所への
聞き取りなどを行
い、把握するように
努めている。

毎日の生活を共に
行ったり、会話を
する事で、ご本人
の状態把握を行
う。特記などを細
かく記録し、職員
間で、情報を共有
している。

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている
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ユニット1

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

救急搬送時の消防
署への連絡方法や
入居者の方の状態
把握、主治医への
連絡など、施設内
外の研修に参加し
たり、マニュアル
にて学習を行って
いる。

消防署の協力のも
と、火災通報・消
火・避難訓練をはじ
め、日中・夜間を通
し、どの時間帯でも
対応できるように訓
練を行っている。
「となり組」となる
近所・地域の協力体
制も整えている。

昼夜想定の避難訓
練が年４回行わ
れ、備蓄の確保や
地区の消防団員を
含めた地域住民の
協力体制も築かれ
ています。定期的
なスプリンクラー
点検等も行われて
います。

契約時に終末期の意思確
認について話し合いを行
い、施設生活中のご本人
のADL,認知症の経過に伴
い、必要に応じて、他施
設入居を家族と検討した
り、既に他施設の申し込
みもされている入居者の
方の現状把握のための、
他施設からの聞き取り面
談など積極的の受け入れ
ている。

契約時にホームの
方針を説明し、同
意も得られていま
す。ホームでの生
活が長く継続出来
るよう協力医と連
携し、家族と相談
しながら体制を整
えられています。

家族の承諾のも
と、施設かかりつ
け医の受診を行っ
ているが、必要に
応じて、適切な医
療が受けられるよ
うに、専門医の受
診など、家族と相
談し、行ってい
る。

かかりつけ医の選
択は自由です。協
力医との協力体制
も築かれていま
す。家族との情報
交換や報告も適切
に行われていま
す。

医療連携を行って
おり、かかりつけ
医院の定期的な看
護師の訪問にて、
健康観察・相談、
患部の状態観察な
どを行い、常に主
治医へ報告を行っ
ている。

施設での日頃の状態
を、入院先の病院へ
情報提供するのはも
ちろん、早期退院の
為に、地域連携室と
の情報交換をこまめ
に行い、施設復帰が
可能であれば、受け
入れ体制（ケアの再
検討・注意事項の確
認）などを整える。

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援 カリウム制限・減塩
など食事に関し注意
が必要な方など、カ
ロリー摂取が過剰に
ならないように、摂
取していただき、毎
日、水分量や食事摂
取料を記録し、1
人、1人の状態把握
を把握し支援してい
る。

ご本人が拒否した
り、都合が悪いと
きは、本人の意向
を優先するように
している。

美・理容室の利用
や、ご自分の気に
入った洋服を着て
いただくようにし
ている。また衣類
による温度調節や
動きやすく、快適
に過ごせる服装に
心がけている。

入居者の方の好みを
聞いて、献立に反映
したり、調理は行っ
ていないが、間接的
に（もやし根切り、
豆むきなど）作業に
参加されたり、食後
の後片付けは手伝っ
ていただいている。

入居者の意向を取
り入れた献立で、
月２回は入居者に
好評の赤飯を出さ
れています。畑で
の野菜の収穫や下
ごしらえ、片付け
の手伝い等、食に
携わる場面も設け
られています。

日頃から信頼関係
を築き、日常生活
のいろいろな場面
で、本人の意志で
決定できるように
心がけている。

人生の先輩とし
て、尊重し、言葉
かけも丁寧に対応
するようにしてい
る。各職員も、業
務中心の言葉かけ
になっていない
か、入居者の方が
中心となっている
かを、常に振りか
えるようにしてい
る。

本人の自尊心を傷
つけない様に、言
葉掛けや他の入居
者への影響などに
も配慮されていま
す。職員間でも注
意し合い、本人の
気持ちに寄り沿っ
た支援を心掛けら
れています。

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている
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42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援 内服介助の際は、必
ず呼名で確認し、職
員で2重チェックを
行っている。又、内
服の効能・副作用に
ついて理解し、内服
後の体調の変化な
ど、記録をつけ、職
員間で確認を行って
いる。

日曜日以外は毎日入
浴が可能となってい
る。普段の入浴に加
え、失禁時に清潔保
持の為入浴してい
る。入浴の際は、入
浴剤を使用し、気分
をリラックスしてい
ただけるように1人
ずつ、ゆっくり入っ
ていただいている。

夜間良眠していただける
ように、日中の運動はも
ちろん、日中でも好きな
ときに休んでいただける
ように、冷暖房による室
温調整を行ったり、夜間
寝る前の、暖かい飲み物
の提供、寒い時期は湯た
んぽを使用している。

日曜日以外は１日
おきの入浴です
が、希望により柔
軟に対応されてい
ます。入浴剤や菖
蒲湯等の季節風
呂、日帰り温泉の
利用など、楽しみ
につなげる工夫も
見られます。

食後のトイレ誘導
に加え、日中のレ
クリエーションで
の運動、個別のリ
ハビリなどの運動
と、バランスの取
れた食事提供と水
分摂取に努めてい
る。

食前には、うがいを
行い、食後は義歯の
洗浄、ご自分で歯磨
きされる方以外の方
は、介助にて歯磨き
を行っている。義歯
は夜間、消毒洗浄を
行っており、常に清
潔な状態を心がげて
いる。

１人ひとりの排泄
パターンを把握
し、日中のトイレ
誘導を行ったり、
自力排泄に重点を
おき、夜間も声か
けを行い、トイレ
誘導を行ってい
る。

トイレは各居室に
あり、ゆっくり排
泄が出来る環境が
整っています。水
分摂取量を見なが
ら排泄間隔を把握
し、自立に向けた
支援が出来るよう
記録にも工夫が見
られます。

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている
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48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

貴重品は基本、施設
でお預かりしている
が、ご本人が管理で
きる状態であれば、
自己管理をしていた
だいている。外出時
に買い物をしていた
だくなど、お金との
関わりも可能な限
り、支援している。

本人の希望された
時や、不安な時な
ど、家族へ電話を
かけ、話をしてい
ただいたり、面会
が難しいときは、
お手紙のやり取り
を支援している。

居間は日当たりが
良く明るい。トイ
レは個室で使いや
すく、キッチンか
らはフロアーが見
渡せる為、色々な
話題を言葉かけで
きたり、食事の準
備の様子が身近に
みられる。

居間には、入居者
が製作された季節
毎の貼り絵や作品
等が飾られ、暖か
い雰囲気が感じら
れます。窓からは
畑が見え、野菜な
どの成長を待ち望
まれる姿が見られ
ます。

今までされていた、
運動・趣味活動など
を継続できるように
支援している。又、
体調に合わせ、風船
バレーや茶碗ふきな
どの手伝い・塗り
絵・体操・歌などを
行い気分転換をは
かっている。

施設行事での外出
に加え、家族の協
力のもと外出をお
こなっている。そ
の他、天候や体調
に合わせ、買い物
などできるだけ、
行きたいときにい
けるように努力し
ている。

喫茶や弁当を持っ
ての花見など、季
節毎の楽しみの機
会も設けられてい
ます。また、行き
慣れた散歩道を通
る日常的な外出も
行われています。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

フロアーは開放的
で自分の座席以外
にもソファーがあ
り、気のあった方
とゆっくりとくつ
ろぐ事が出来る。

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている
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54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

○

○

○

○

○

○

○

居室・廊下・トイ
レ・エレベーター
の手すりの設置に
て、安全に歩行が
できる。個室には
トイレがあり、自
立した生活がおく
れるように支援し
ている。

61

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60

56

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

○

各居室の入口には
手作りの表札や暖
簾がかけられ、懐
かしい雰囲気が感
じられます。馴染
みの物や家族の写
真などが持ち込ま
れ、心落ち着く部
屋作りに努められ
ています。

自宅での生活に近
い環境作りを考
え、使い慣れたタ
ンス・テレビ・仏
様などを配置し、
居心地良く過ごし
ていただくように
している。
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

○

○

○

○

○通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64
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（別紙２－２）

Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

5 4 ○市町との連携

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

運営推進会議の際、
町内会長・民生委員
の方から、周囲の高
齢者の方の生活の様
子や傾向を教えてい
ただき、相談があれ
ば随時応じたり、そ
の方にあった機関へ
の紹介を行ってい
る。

地域の行事参加、
小学校や保育園な
どとも交流が盛ん
で、中学校の職場
体験学習の受け入
れなども行ってい
る。

自
己
評
価

自己評価

実施状況

「ゆっくり・一緒
に・楽しく」の理
念を、施設入り口
に掲げ、職員一
同、理念に近づけ
るようなケアを目
指して、日々努力
している。

外
部
評
価

　地域密着型サービスの意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

項　　　　　　　目

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

　市町担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる

外部評価

実施状況
次のステップ
に向けて期待
したい内容

１　自己評価及び外部評価結果

実績報告やホームで
の変化事項などを毎
回報告したり、意見
交換を行っている。
質問事項であげられ
た事については、次
回開催されるまで
に、具体的に説明で
きるように努めてい
る。

佐世保市主催の研
修会には積極的に
参加しており、市
担当者へ定期的に
報告を行ってい
る。関係部署へ
「あたご便り」を
持参している。
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6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

7 ○虐待の防止の徹底

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

9 ○契約に関する説明と納得

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の

　反映

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

　代表者及び全ての職員が「指定地
域密着型サービス指定基準及び指定
地域密着型介護予防サービス指定基
準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

マニュアルは整備
してあるが、「拘
束」行わず、「心
で包む」ケアを心
がけている。又、
研修会へ参加し、
職員同士での話し
合いも行ってい
る。

研修・勉強会に出
席し、どんなこと
が虐待にあたるの
かを学習したり、
定期的に会議を
行って、何気ない
行動が虐待に値し
ていないか注意を
払い、防止に努め
ている。

日常的に意見交換
がなされ、また、
月1回のカンファ
レンスは職員皆の
意見を聞くことが
できる。又、年に
1回、個別面談を
行われている。

研修や勉強会で学
ぶ機会を設けてい
る。現在は活用し
ておらず、入居の
際、必ず身元保証
人を2人立ててい
ただいている。

契約の際にはホーム
のしおりにて十分な
説明を行い、疑問・
不安な点を確認して
いる。入居後、再度
聞き取りを行ってい
る。契約時の内容と
変更が生じた場合、
家族会にて説明を行
い、同意を得てい
る。

毎月のご家族への
家族通信や面談時
などで、苦情・要
望を聞き取った
り、アンケートを
実施し、出された
意見について職員
で話し合いを行っ
ている。
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12 ○就業環境の整備

13 ○職員を育てる取組み

14 ○同業者との交流を通じた向上

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

17 ○初期対応の見極めと支援

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

　代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取組みをしている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

事前の面談に状況
を把握し、安心し
てグループホーム
での生活が送れる
ように、本人が
困っている事、不
安な事に耳を傾
け、良いスタート
が出来るように努
めている。

家族が困っている
事、不安な事、希
望などを聞き取
り、信頼できる関
係作りに努めてい
る。

本人と、ご家族の
相談内容を把握
し、不安解消や必
要とされている
サービスを、他の
専門家からもアド
バイスが頂けるよ
うに、努めてい
る。

代表者もミーティ
ングに参加し、職
員１人ひとりの努
力や実績を、管理
者より報告を受け
ている。又、職員
の働きや努力を、
給与に反映しても
らっている。

資格取得にも意欲
的で、その為の研
修などの参加も支
援している。外部
の研修会に定期的
に参加し、月１回
のカンファレンス
にて、報告を行っ
ている。

グループホーム協
議会の会議に参加
したり、近隣のグ
ループホームと風
船バレー大会を行
うなど、イベント
に参加している。
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18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

21 ○利用者同士の関係の支援

22 ○関係を断ち切らない取組み

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

　職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

　職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

　本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

　利用者同士の関係を把握し、一人
ひとりが孤立せずに利用者同士が関
わり合い、支え合えるような支援に
努めている

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている

　一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討してい
る。

その方の生活リズ
ムを把握し、出来
る限り、意向にそ
える様に対応して
いる。又、意思の
表現を上手く出来
ない方にも、不安
を解消できるよう
に努めている。

外出の際、住んで
おられた近所をド
ライブしたり、馴
染みのお店を利用
するなど、関係が
途切れないように
支援している。

個々の関係を把握
し、トラブルが起
きないように、席
替えや居室の移動
を行ったり、気の
合う者同士、楽し
く過ごせるよう
に、さりげなく場
面作りをしてい
る。

入院等で退所され
ても、お見舞いに
行ったり、必要に
応じて、本人・家
族の経緯をフォ
ローし、相談や支
援に努めている。

昔話や苦労話、ご家
族への（気持ち）な
どを共に分かち合い
入居者の方々と日常
生活・感情を共感し
ていけるように努め
ている。畑仕事や調
理・作業を一緒に行
い良好な関係を築け
るように努めてい
る。

日々の出来事を手
紙等で伝えたり、
面会の来られた時
には、近況報告を
行い、話し合いな
がら、一緒に支援
していけるように
している。
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24 ○これまでの暮らしの把握

25 ○暮らしの現状の把握

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタ

　リング

27 ○個別の記録と実践への反映

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の

　多機能化

29 ○地域資源との協働

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮
らし方、生活環境、これまでのサー
ビス利用の経過等の把握に努めてい
る

　一人ひとりの一日の過ごし方、心
身状態、有する力等の現状の把握に
努めている

　本人がより良く暮らすための課題
とケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

　日々の様子やケアの実践・結果、
気づきや工夫を個別記録に記入し、
職員間で情報を共有しながら実践や
介護計画の見直しに活かしている

　本人や家族の状況、その時々に生
まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んで
いる

　一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身の力
を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援して
いる

入居前の情報を家
族などから聞き取
り、これまでの暮
らしを把握するよ
うに努めている。
また、面会に来ら
れた方からの情報
も、聞き取るよう
に努めている。

日々の様子やケア
の実践・結果等
を、個別に記録
し、職員間で情報
を共有している。
重要な事は、申し
送りノートに記入
している。

１日の生活の様子、
健康状態（バイタ
ル）、心身の状態
を、職員全員で、共
有することができる
ように、記録・申し
送りを行っている。
また、全てをゆっく
り一緒に行う事で、
出来る事、出来ない
事を把握している。

本人・家族の意
見、要望を反映し
た介護ができるよ
うに、職員全員で
話し合い、出来る
だけ、本人の希望
にそえるように、
作成している。ま
た、必要に応じ
て、主治医の指示
を反映した計画を
作成している。

その時々で、職員
間、またご家族と
話し合い、本人・
ご家族の希望にそ
えるよう、出来る
限り対応するよう
に努めている。

中学校の職場体験
や、ボランティアの
受け入れを行ってい
る。入居者の方に
は、ひ孫さんにあた
る年頃の中学生が、
とても可愛いよう
で、一緒にレクリ
エーションを楽しま
れている。

16/22



ユニット2

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

31 ○看護職員との協働

32 ○入退院時の医療機関との協働

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有

　と支援

34 ○急変や事故発生時の備え

35 13 ○災害対策

　受診は、本人及び家族等の希望を
大切にし、納得が得られたかかりつ
け医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援
している

　利用者が入院した際、安心して治
療できるように、また、できるだけ
早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行ってい
る。

　利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

　火災や地震、水害等の災害時に、
昼夜を問わず利用者が避難できる方
法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

　介護職員は、日常の関わりの中で
とらえた情報や気づきを、職場内の
看護職員や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援してい
る

　重度化した場合や終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

基本方針を定め、
本人やご家族の希
望をお聞きした
り、施設で出来る
事を説明するな
ど、早い段階か
ら、支援に取り組
んでいる。

ご家族の承諾を頂
き、当ホームの協
力医を受診してい
る。希望があれ
ば、主治医の変更
は可能。また、他
科受診はご家族の
希望の病院を受診
している。

定期的に看護師が
訪問しており、情
報提供・相談など
を行っている。ま
た、緊急な場合
は、主治医に相談
したり、受診を
行っている。

入院された時は、
入院機関の医師・
看護師・ケース
ワーカー・ご家族
と連絡を取り、安
心して、治療がで
きるように努めて
いる。また、情報
交換も常に行って
いる。

応急手当や初期対
応を定期的に学
び、事故発生時に
対応できるように
努め、協力医よ
り、アドバイスを
いただいたりして
いる。

定期的に避難訓練
を行っている。ま
た地域の消防団の
皆さまとの訓練や
情報交換を行い、
近隣の方々の協力
体制を整備してい
る。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバ

　シーの確保

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

38 ○日々のその人らしい暮らし

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

　一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応をしている

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

一人ひとりの人格
を尊重し、丁寧に
対応するように心
がけている。ご家
族に了承を得て、
馴染みの呼称や、
方言・言葉かけを
行っている。

出来る限り、本人
に決定して頂き、
日常会話の中で、
思い・希望を引き
出せるように努め
ている。また、思
いを表現できる場
面作りに努めてい
る。

全員が同じ事をさ
れるのではなく、
その方に応じて、
散歩にお連れした
り、裁縫や調理の
手助けをしていた
だいている。季節
に合わせた、行事
も取り入れてい
る。

理容・美容室を利
用する際に送迎を
支援したり、一緒
に買い物に行き、
服や靴を購入され
たり、使い慣れた
化粧品を購入され
ている

その方の体調や、
能力に応じ、職員
と一緒に調理の手
伝い（もやしの根
切りなど）・準備
や片付けを行う事
で、食事時間を楽
しんでもらえるよ
うに努めている。

主治医へ相談し、
各々に応じた食事
量や飲水量を確保
し、健康状態にあ
わせて、トロミ
食・キザミ食など
の工夫を行い、栄
養バランスに気を
つけて、提供して
いる。
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42 ○口腔内の清潔保持

43 16 ○排泄の自立支援

44 ○便秘の予防と対応

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

46 ○安眠や休息の支援

47 ○服薬支援

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や用量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

毎日の体操や個別
のリハビリを行っ
て体を動かしてい
ただき、水分摂取
量を把握し、運
動・食事・水分で
の自然排便に取り
組んでいる。

日曜日以外は毎日入
浴が可能で、失禁時
には、時間に関係な
く、シャワー浴を
行っている。入浴の
際は、転倒防止のた
めのマットを使用し
たり、入浴剤を入
れ、楽しく入浴でき
るように、工夫して
いる。

日中は、体操や散
歩・日光浴、外出
などで楽しく過ご
されるように努
め、夜間は良眠し
ていただけるよう
に、心がけてい
る。

毎食前・後のうが
いと食後の口腔ケ
アーを行ってい
る。ブラッシング
が十分に出来ない
方は、介助を行い
清潔を保ってい
る。義歯は洗浄剤
にて消毒を行って
いる。

それぞれの排泄パ
ターンを把握し、ト
イレでの排泄に心が
けている。尿意が
はっきりされない方
は、定期的にトイレ
誘導し、失禁が減る
ように努めている。
居室内にトイレがあ
る為、支援しやす
い。

薬の目的・副作
用・用法・用量は
出来るだけ把握
し、新しく開始に
なる薬や、中止し
た時は細かく、記
録に残し、職員全
員で確認を行って
いる。
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48 ○役割、楽しみごとの支援

49 18 ○日常的な外出支援

50 ○お金の所持や使うことの支援

51 ○電話や手紙の支援

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

　所づくり

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援をしている

フロアーにはそれ
ぞれの席があり、
ソファーも設けら
れ、それぞれの居
場所が確保されて
おり、穏やかに過
ごされる。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）が、
利用者にとって不快や混乱をまねく
ような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

可能な方は、ご家
族の同意のもと、
お金を所持されて
いる。必要に応じ
て、事務所での保
管を支援してい
る。

ご本人が希望され
る時は、電話をか
けたり、手紙を書
いていただき、職
員と一緒に出しに
行くなどの支援を
行っている。

ソファーで談笑した
り、光が気になると
きは、カーテンを二
重にするなど、居心
地よく過ごしていた
だけるように、工夫
している。また、季
節感のある壁紙を
飾ったりしている。

一人ひとりの性格
や、出来る力を活
かし、裁縫をして
頂いたり、手芸・
工作、お手伝いや
楽しみごとを支援
している。

その方に応じて、
買い物に出かけた
り、おやつ外出に
出かけるなど、ご
家族と協力しなが
ら希望にそえるよ
うに努めている。
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54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な

　環境づくり

Ⅴ　アウトカム項目

1，ほぼ全ての利用者の
2，利用者の2/3くらいの
3．利用者の1/3くらいの
4．ほとんど掴んでいない
1，毎日ある
2，数日に1回程度ある
3．たまにある
4．ほとんどない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族と
2，家族の2/3くらいと
3．家族の1/3くらいと
4．ほとんどできていない

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や
姿がみられている
（参考項目：36,37）

自宅で使われておら
れた馴染みの家具
や、仏様などを持参
して頂き、また、家
族の写真や、メッ
セージなどを飾って
いただく事で、自分
の部屋として、居心
地よく過ごせるよう
に、工夫している。

○

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めてい
ることをよく聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んで
いる。
（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

61

56

62

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせ
ている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援に
より、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

○

フロアーはバリア
フリーになってお
り、居室には手作
りの表札をかけ、
手作りののれんを
下げるなど、自分
の居室がわからな
い方にも、目印に
なるように工夫し
ている。

○

○

○

○

○

○
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1，ほぼ毎日のように
2，数日に1回程度ある
3．たまに
4．ほとんどない
1，大いに増えている
2，少しずつ増えている
3．あまり増えていない
4．全くいない
1，ほぼ全ての職員が
2，職員の2/3くらいが
3．職員の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての利用者が
2，利用者の2/3くらいが
3．利用者の1/3くらいが
4．ほとんどいない
1，ほぼ全ての家族等が
2，家族等の2/3くらいが
3．家族等の1/3くらいが
4．ほとんどいない

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満
足していると思う。

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足してい
ると思う。

65

64

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつ
ながりの拡がりや深まりがあり、事業所の理解者や応援
者が増えている。
（参考項目：4）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

○

○

○

○

○
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